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極 東 農 業 普 及 事 業 会 議 (4)

:::生 活 改 善 寺 門分 科 会 …

/1-_活改善専門分科 会では (9 職員 @ プ ログラムの計

画と施行 ⑧壬生活改善専門 +項 の =_分野 に大Brlして問題

の討戌 を した ところ､駅の よ うな解 答を得 た｡

A.職 員

(9 才主情 改善分野にわた る主監んだ研究 調査 が必要 であ

るその結果 は靡説 して農家 の利用 に寄 与せ しめ る｡

⑨ 農 場 ､家庭 ､青少年プ ログ ラムを通 じて贋家の†亘

;-血する閏 過の解 l)tに歳極的 に 拓刀す る｡

⑧ ′L二改ゼ普及員な農 村の状況につ いて実際的 かつ連続

的 に,TAlrl棟 する.

④ !ヒ改普及 I∃の教育水準を引 き.卜げる｡

⑤ 有純 な職 員を得 るために′l三改 声等及 貝を優遇 すべ く

男 IJ7する｡

@ 昇任 や増作 は二葉務の尖鎖 を参考 に して行 うべ きで

あ る.

① _/]三活改善迎動 に助 富を与 えるための常闇番 組公 の設

居が必要 である｡ このメ ンバ-は大学 の専門職 貝､医

学 ､工学 ､家 内 r_瀧な どの専門家 を以 ってあてる一軒が望

ま しい｡

B.プ ログ ラ ム の計 画 と施 行

⑳ プ uグラム0)L汁脚は人 々の必要 に串 いて ＼tて るべ

きである｡

⑨ 針圧削.ま･L!及())外分即､/1-.活 収 -Llglilこ興状 ,:とも ってい

る団体又は機謁か らの代表の寄 付によ って立 て るべ きで

あ る○また､このク ループは プ ログ ラムの 胞才｣-:二も参JXI

すべ きで ある｡

③ この計Llはおそ くと も施行,)_)6カ月軌 二行 われ ､

丁継続的 に してかつ融通性 を もたすべ きで ある｡

･47 プ tlグ ラム'jll'zlて万 と磯 貝の評価技 術')日,J協約 了必

要 である｡

C.生 活 改 善 専 門 事 項

I-:･X･ 食物 と栄 頚

⑤ ′1二改 汚及貝をその土地 で得 られ る資軒 l/J:よ材料 を

利用する方法 につ いてL,IIF疎 するo

⑧ 季節 の変 化 に即応 した デモ ンス トレー シ ョンを行

ラ.

③ 巡 回式 にデ モ ンス トレー シ ョンを催 して多 くのグ

ループに寄 与 す る｡

･X･ 僻 と衛 生

① ク ラブ員達 と社会見 学 を行 い､進捗的 な方 法 や苅

術 を学 び と らす｡

･X･ 家1匡管 理 と計 画

(9 家族潤 って社会的 ､教育的問題 につ いて話 し合 う

機会を もたせ る｡

⑧ 農 村の家庭生ラ告に影 響す る教養 習慣 の理解 と評価

をす る機 会をつ く らせ る｡ この問題 に関 しては社会学

者 ､人 額学者 ､家庭生活 専門家 な どによる指導 や相談 の

機会 をつ くる事が望 ま しい.

D.育 児

(9 度繁期 に備 えて託児所 な どの よ うな子 供 の1童話 を

預 る方 法 をグ ループに考 えさせ る｡

E. 被 月艮

(9 農村 の人 々に マ ッチ した衣魚を作 り出 して も ら う

ために生産 業者 に対 して農村 の被服 の必要性 を知 らしめ

る｡

…普 及 情 報 寺 門 分 科 会 …

問題 1.報道技術 を用 いるこ とによ って乍辱られ る利伯 や

報道方 法の用 い方 につ いて普及員 を訓練 す る必要 があ

る｡

対策 ① 情 報Ⅰ筑貝 変指導又 は普及方 法 につ いて訓練 する

この 訓練 を脚 に行 い､彼等 を して普及去∃に磯道技

術 怒伝達 せ しめ る｡

･X･ 本分科会 は1959年台湾 で閑 らかれた普及会話義のi火

議 事項.即 ち､ ワ シン トンの国際開発局 は訓練者 訓練計

画 を主催 して実現 させ る必要 が あるこ と蓉確認 した｡

･x･ 各 国駐 在 の米 国経 済開発 部に普及員の参考資料 と

して極東の 国 々間 の普及や官報の交 換 を援助 して も らう

よ う勧告 する｡
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問王臣 2.予算 と熟練職員が不十分である｡

対策 (9 噸道施設を高度に利用する｡

⑨ 教育機関､特に農科大学に腰芙情報のコースを

提供するよ う勧告する｡

⑨ 有百日な弓覇道人の百日刀を高度に利用する｡

㊨ ･T斤報職員に対 して進んだ訓練補習科を開設する

(診 普及プログラムを継持するための予罪を決定す

る調査を十分に行 う｡

(昏 普及予墨字の計画には伯報職員 も参加]せ しめる｡

問題 3.効果的な活軌を実施するために他の殿英機朗 と

1是扮する必要がある｡

対策 ① 怖頚部菜を腰林省又は股務課内に統一 する｡

⑨ 旗兼EIl体の代表を以 っでTtJl一報委員会をヌ且織 し､

定期的に会合を開 く｡

(勤 すべての専門的な惜弓削ま発表する前に関係専門

家の点検を うける｡

⑥ 一情報資料の準備､作製､配布の二告任を日月碇にす

るために専門機関 と倍額室 との間に党芭=を締結 する｡

⑤ 情報資料作製の優先川副こついては両者の話合い

で決める｡

(詠 出牒物編∃袋委員会を設殴する｡

問題 4.利用されたラ賢料の適合 と適正な評価をするため

に農民や現場指許 者か ら結果を採 り集める必要がある

対策 (∋ 相子妻搾資料は峠酌テス トを してか ら酉己布する｡

⑨ 情報資料に空i問用紙を称附 してその利用をはか

る｡

問題 5.付f報資料の効果を決定する適当な評価方法

が少い｡

対策 (9 倍簡資料に手折附された質問用紙を利用する

⑨普及員を して直接儲良三に面接させ､怖闇資料につい

て現場調査智行わ しめる｡

⑨ 訓威された情報評価黍民会を設思:して現場調査

や適切な評価方法を助言せ しめる｡

問題 6.情報機関が放任 している上に､十分な設備は 職

員をも っていない更に捉多哲も行われていない｡

対英 ① 各部儲機関を統一 し､lTJ'･頼T-JT光の施設や設備を

共同負珪ル てその充実をはかる｡ (古 謝 瑞 幸)

V.rub(ウイルス)はこれまでウイールス､ヴィールス､ビー

ルス､ヴアイラス､パイラス､病毒および口過性原体など

さまざまな吉己法 があって混乱 したが､日本ウイルス学会

は1955年に｢ウイルス｣を公定用語 と したO

植物 ウイル ス病の発生は多 く､被薯甚大に もかかわ ら

ず､今 日まだ適確な治療法が見出されていなV,ためそ

の防除は もっぱ ら予防のみに限 られてVlる状啓である｡

近年沖縄におVlて もサツマイモの天狗巣病､ウ リ類の

モザ イク病､パパヤのモザ イク病､タバ コ､ トマ トのモザ

イク病などの発生が年 々増え､特にサツマイモの天狗巣

病の被害は莫大､また この頃､北部の相伴地ではイネの

黄琴病がまん延 して人々の関心は高まり､協同防除が各

地で行われているのは喜ば Lv,現象である. ここでは病

原 ウイル スについて簡単に述べてみましょう｡

1.ウイルス

A ウイルスとはどんなものか

もともと VirusとV,う言集は ラテ ン語で毒または毒液

を意味 し､例えば蛇毒､ 狂犬の唾液などである｡ その

後､伝敗性の病苦の病原不明の ものが漠然とVirusと呼

ばれ､口過性病毒がその例で ある｡ しか し近代的意味で

の ウイル スの概念は次の3つにまとめられ る｡
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(1)超光学瀬徽鋲的で ある｡

(2)特異な生物細胞に導入され る｡

(3)生細胞内部に患V,てのみ繁殖す ることができるO

この3つの条件の｢F7､]つで も欠けるとウイル スとは言え

ません｡

B ウイルスの大きさと形

もっとも小さい細菌 (袋薗750ミリミクロン) よりも

小さ く､-モグ ロビン/JJ･fより大きV,存在である｡

植物 ウイルスの大きさと形

大きさ

ウイル ス 1-⊥Lリミクロン) 形

タバ コモザ イク 1300× 15 樟 状

ジャガイモ Y i756× 12 糸 状

ジャガイモ黄化萎縮 110 長方形

(注)ミリミクロン-1/100万mm

(つづく)

(与 那 覇 哲 莞 )



農村憑 興庁の生改霞示室 を見 る一行 手 前は仲里 さん 農相 興庁 生改 慕示室 家 内コ:業の部 を見 る一行

意 .二 元 ト や

総 会風影 発表 するのはワシ ン トン代 表の ケブナー氏 韓国外務大 臣 (左 か ら3番 目)を訪 問する各国代茨 ､4番 目は尊者

農林大臣主催のデ ィナーパーテ ィー コ リアハ ウスにて 会議の疲れ も吹飛ぶ楽 しいカクテルパーテ ィー
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